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特集　国際社会と猪名川町

たくさんとれたよ！ おいしいおいも 食べようね！ （子育てグループおひさま）

秋を彩る一面のコスモス（木津）

第894号

平成 28年

第927号

1111月

瞬（ときめき）　田村 果林さん 26

三草山に登る私のオススメ★ 27

8ふるさと納税、町民向けに特産品お届け開始！

28特派員報告

19

液体入りスマートフォンケースの液漏れに注意！
しまった・こまった・たすかった！ 

使った水はどこ行くの？

25

猪名川町の実は…え!?ホンマ!？
震災から命を守るため！今こそ！！「住まいの耐震化」
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日
本
の
経
済
が
縮
小
す
る
中
で
、

海
外
に
目
を
向
け
る
機
会
は
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
大
人
に
な
っ

て
初
め
て
海
外
に
行
き
ま
し
た
が
、

協
会
で
は
英
会
話
や
交
流
事
業
な

ど
、
国
際
社
会
に
触
れ
る
さ
ま
ざ
ま

な
機
会
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は

協
会
の
活
動
の
中
で
、
海
外
の
方
と

接
し
、
偏
見
を
持
た
な
い
国
際
感
覚

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。そ
し
て
、

日
本
か
ら
飛
び
出
し
て
、
海
外
の
素

晴
ら
し
い
部
分
は
ど
ん
ど
ん
吸
収
し

て
ほ
し
い
で
す
。

　平成元年に発足した町国際交流協会は、身近
で親しみやすい取り組みで、多くの人が国際社
会に触れ、交流できる機会を提供しています。

■猪名川高校事業など　兵庫県立猪名川高等学校（☎ 766 － 0101）　■ ALT（外国語指導助手）、
姉妹都市中学生派遣事業など　学校教育課（☎ 766 － 6006）　■町職員派遣事業など　総務課（☎
766 － 8708）　■町国際交流協会事業・入会、外国人窓口など　参画協働課（☎ 766 － 8783）

文
化
、
人
種
の
境
界
な
く
活
躍
を

　

町
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
圏
の
人

が
不
自
由
な
く
暮
ら
し
、
お
互
い
の

価
値
観
を
認
め
合
え
る
「
多
文
化
共

生
社
会
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。　

　

国
際
化
す
る
社
会
の
中
で
は
、
価

値
観
の
異
な
る
人
と
の
交
流
か
ら
お

互
い
に
良
い
と
こ
ろ
を
取
り
入
れ
、

切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
で
、
ま
ち
も
人

も
成
長
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、町
で
は
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
と
の

姉
妹
都
市
提
携
を
は
じ
め
と
す
る
交

流
事
業
や
国
際
交
流
協
会
の
支
援
、

教
育
、
外
国
人
向
け
の
窓
口
な
ど
、

様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

異なる文化、異なる人種とも接する機会を

国際社会と

猪名川町

▶
外
国
人
が
安
心
し
て
相
談
で
き
る

「
外
国
人
生
活
支
援
相
談
」。
英
語
、
ポ

ル
ト
ガ
ル
語
の
通
訳
に
対
応
。（
第
2

庁
舎
２
階
、
午
前
9
時
～
午
後
4
時
）

9:00-16:00
Foreigner

Consultations
Desk

町国際交流協会
会長仁

に ん べ

部 徹
とおる

さん

エイブル・アート（本町での開催は毎
年 7 ～ 8 月頃）　バララット市と合同
で開催する障がい児・者による作品展。
作品は両市町で展示します。

英語スピーチコンテスト（毎年 9 月）
　中・高生を対象に毎年実施し、英語の
表現力を競います。高校生の部ではさ
らなる語学力の向上を期待して、上位 2
人をバララット市へ派遣しています。

英会話・日本語教室（毎週）　英会話
教室は木・金曜日に、ALT を講師に中
央公民館で実施します。年齢層も幅広
く、夜間クラスには仕事帰りに通う人
も。日本語教室は水曜日に実施。講師
はボランティアで、講師の養成講座も
実施しています。

交流事業（随時）　パーティーや料理
教室は、町在住の外国人と直接話した
り、その国の文化や生活、料理などに
触れる絶好の機会となります。

姉妹都市高校生の受入れ　バララット
市から派遣された高校生を受け入れ、
ホームステイなど様々な交流をします。

4 人のホストファミリーを務めた宮崎家
　最初は人種も言葉も違う来訪者に緊
張していた子どもたちも、お別れのころ
には寂しくて泣くんです。 幼いころから
様々な文化や人々と触れ合えることは、
とても良い経験だと思います。子どもも、
外国の方にもすっかり慣れましたし、 世
界で活躍したい、英語を勉強したいとい

う思 い から、 英 語
を習い始めました。
　手紙やメールでや
り取りをして、お互
いに訪問しあったり
と交 流も続 い てい
ます。 子どもには、
いず れ自 分だけ の
力で旅をさせてみよ
うかなと考えていま
す。

昨年滞在のアリソ
ンさんと宮崎家

エイブル・アート　昨年は市庁舎に投影された
作品がバララット市の夜を賑わせました。

レストランで交流パーティー。料理教室で伝統料理も。

和気あいあいの英会話教室

9 月 4 日に実施された英語スピーチコンテストの入賞者

国際交流協会

　昨年日本から入出国した人は約 3,600 万人、
町内在住の外国人は 10 月 1 日現在で 152 人。
インターネット取引や SNS など、個人で海外と
やり取りする機会も増え、国際社会との関わり
は日々の生活の中で重要性を増してきています。
　今回は、現代社会では欠かせない国際社会で
生き抜くための町の取り組みや、その中で活躍
するまちの人を紹介します。
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　イナガワ×
バララット 

　町は国際交流事業の一環として、昭和 63 年
からオーストラリアの南東部にあるビクトリア
州バララット市と姉妹都市提携を結んでいます。
　平成 13 年からは、毎年相互に職員を派遣し、ま
ちづくりの取り組みなどの情報交換もしています。

バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
か
ら

 

猪
名
川
町
へ

　

バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
か
ら
も
、
2
年
に

1
回
職
員
が
派
遣
さ
れ
ま
す
。
派
遣

職
員
は
、
町
の
取
り
組
み
か
ら
様
々

な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
ち
帰
り
、
事
業

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
フ
ー
ド
、
豪
州
上
陸
？

　

町
内
の
飲
食
店
が
星
と
地
場
野
菜

に
ち
な
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
す
る

ス
タ
ー
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
こ
れ

を
参
考
に
、
同
市
で
は
地
元
の
カ
フ
ェ

や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
夏
季
限
定
で
豪
華

な
パ
フ
ェ
を
提
供
す
る
「
サ
ン
デ
ー
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

ス
タ
ー
フ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

よ
う
に
マ
ッ
プ
を
手
に
商
品
を
食
べ

歩
き
、
行
く
先
々
で
観
光
名
所
も
一
緒

に
楽
し
め
ま
す
。
参
加
店
か
ら
も
好
評

で
、
今
夏
も
実
施
予
定
で
す
。

ご
み
施
設
、
国
崎
の
技
術
参
考
に

　

同
市
で
は
、
猪
名
川
町
を
含
む
１

市
３
町
で
運
営
す
る
国
崎
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
な
ど
を
参
考
に
ご
み
処
理

施
設
の
建
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

国
崎
で
は
、
ご
み
を
焼
却
し
て
百
分

の
１
の
大
き
さ
に
圧
縮
す
る
新
技
術

を
採
用
し
て
お
り
、
同
市
は
こ
の
技

術
を
参
考
に
、
施
設
の
資
源
再
生
効

率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

施
設
は
、
廃
棄
物
処
理
の
際
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
商
業
施
設
に
活
用
し
、

雇
用
創
生
と
電
力
供
給
コ
ス
ト
削
減

に
も
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

猪名川町から
  バララット市へ

国
際
人
と
し
て
成
長
す
る

　

町
立
３
中
学
校
か
ら
は
、
毎
年
9

人
の
生
徒
を
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
へ
派
遣

し
て
い
ま
す
。
国
際
交
流
協
会
で
は

ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
秀
な
成

績
を
収
め
た
高
校
生
を
同
市
へ
派
遣

し
て
お
り
、
帰
国
後
は
成
果
報
告
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
猪
名
川
高
校
で

も
留
学
制
度
や
相
互
交
流
を
通
じ
た

キ
ャ
リ
ア
教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
が
滞
在
先
で
文
化
交
流

を
行
い
、
価
値
観
の
違
う
文
化
に
触

れ
、
見
識
を
深
め
、
将
来
を
考
え
る

き
っ
か
け
と
し
て
い
ま
す
。
猪
名
川

町
に
は
、
国
際
人
と
し
て
成
長
す
る

数
々
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
す
。

猪名川高校交流事業　
送別会で SNS の連絡先
交換。交流は続きます。

姉妹都市高校生派遣　国際貢献のため看護師を
目指す臼

う す き

杵 瑞
み ず き

希さん（右 2 番目）と言語を学び
世界で活躍したいと語る森

も り

 愛
あ い み

実さん（右 3 番目）。

姉妹都市中学生派遣団　これまで 200 人以上の
中学生が同市を訪問、交流しました。

姉妹都市中学生派遣団
訪問先では、お互いの
文化を学びあいます。

視
野
広
げ
、
知
識
を
吸
収

　

2
年
に
1
回
、
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
の

先
進
的
な
取
り
組
み
な
ど
の
研
究
の

た
め
、
町
職
員
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
職
員
は
共
通
の
問
題
の
解
決
手

法
や
、
海
外
な
ら
で
は
の
考
え
方
を

吸
収
し
、
帰
国
後
報
告
会
を
行
い
職

員
間
で
情
報
共
有
し
ま
す
。
制
度
の

違
い
な
ど
に
よ
り
す
ぐ
に
実
現
で
き

な
い
事
業
な
ど
も
、
今
後
に
活
用
す

る
方
法
を
模
索
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
派
遣
で
は
、
地
域
団
体

の
取
り
組
み
や
経
済
活
性
化
事
業
に

つ
い
て
の
事
例
を
学
び
ま
し
た
。

頼
も
し
い
Ａ
Ｌ
Ｔ
た
ち

　

全
て
の
中
学
校
に
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国

語
指
導
助
手
）
を
配
置
で
き
る
自
治

体
は
多
く
な
い
中
、
本
町
で
は
提
携

事
業
の
一
つ
と
し
て
、
同
市
か
ら
派

遣
さ
れ
た
2
人
の
Ａ
Ｌ
Ｔ
が
町
立
3

中
学
校
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

信
頼
で
き
る
人
材
が
集
ま
る
の
は
、

姉
妹
都
市
交
流
の
成
果
と
い
え
ま
す
。

ワ
イ
ン
で
経
済
交
流

　

2
都
市
の
交
流
は
、
行
政
だ
け
に

と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
平
成
26
年
に
交

わ
さ
れ
た
「
猪
名
川
町
・
バ
ラ
ラ
ッ

ト
市
姉
妹
都
市
経
済
交
流
に
関
す
る

覚
書
」
で
は
、
民
間
で
の
経
済
交
流

を
通
し
て
両
都
市
の
友
好
関
係
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
ま

し
た
。

　

経
済
交
流
の
一
つ
と
し
て
、
道
の

駅
い
な
が
わ
で
は
、
同
市
内
の
農
場

で
作
ら
れ
た
ワ
イ
ン
を
販
売
し
て
い

ま
す
。

まちの自然が大好き
ALT のパトリック・
ゼティさん

「日豪の架け橋へ」
ALT のジェームズ・ドゥーガンさんの授
業の様子。猪名川町とバララット市の架
け橋として貢献できたと語るジェームズ
さんは、12 月に帰国後、 オーストラリ
アの外務省採用試験を受ける予定。

バララット市のごみ処理
施設完成予想図

観光客はマップを手
に楽しんでお店探し

AUSTRALIA
首都キャンベラ
Canberra
メルボルン
Melbourne

バララット
Ballarat

AUSTRALIA
首都キャンベラ
Canberra
メルボルン
Melbourne

バララット
Ballarat

▶
販
売
し
て
い
る
の
は
、
ピ
ノ
・
ノ

ワ
ー
ル
種
の
赤
ワ
イ
ン
。
フ
ル
ー

テ
ィ
で
肉
だ
け
で
な
く
、
魚
に
も
合

う
酸
味
が
特
徴
。
ワ
イ
ン
だ
け
で
楽

し
む
の
も
オ
ス
ス
メ
。
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れ
ま
し
た
。
経
験
に
な
っ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
で

す
が
、
経
営
者
夫
婦
の
人
生
の
楽
し
み
方
や
仕

事
と
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
り
方
は
、
私
の
価

値
観
を
大
き
く
変
え
ま
し
た
。
帰
国
後
も
、
そ

の
夫
婦
の
こ
と
が
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
日
本
だ
と
そ
の
よ
う
な
働
き
方
は
難
し
い

の
で
、
東
京
で
2
年
経
験
を
積
ん
だ
後
、
メ
ル

ボ
ル
ン
の
建
築
事
務
所
に
就
職
し
ま
し
た
。
現

在
は
仕
事
で
出
会
っ
た
夫
と
事
務
所
を
起
ち
上

げ
、
育
児
を
し
な
が
ら
働
い
て
い
ま
す
。
憧
れ

の
夫
婦
と
違
っ
て
忙
し
い
日
々
で
す
が
（
笑
）。

出
会
い
が
人
生
を
変
え
る

　

B
r
e
a
k 

y
o
u
r 

c
o
m
f
o
r
t 

Z
o
n
e
（「
居
心
地
が
良
い
場
所
に
と
ど

ま
り
続
け
て
は
成
長
は
な
い
、
進
歩
す
る
に

は
挑
戦
を
」
の
意
）
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
。
多
く
の
人
と
出
会
い
、
百
の
価
値
観
を

理
解
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
人
生
は
豊
か

に
な
り
ま
す
。
耳
を
傾
け
る
こ
と
は
、
異
文

化
圏
の
人
々
と
付
き
合
う
上
で
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
違
う
価
値
観
に
出
会
い
、
自
分
の
殻
を

破
る
こ
と
は
、
キ
ャ
リ
ア
に
お
い
て
も
、
自

己
啓
発
に
お
い
て
も
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま

す
。

交
流
事
業
、
将
来
の
き
っ
か
け
に

猪
名
川
中
学
校
教
諭 

采う
ね
め女 

由ゆ

い衣
さ
ん

　

海
外
で
働
く
こ
と
は
、
学
生
時
代
か
ら
興

味
が
あ
り
ま
し
た
。
出
身
市
の
姉
妹
都
市
交

流
で
学
生
を
受
け
入
れ
た
り
、
そ
の
後
に
起

こ
っ
た
同
時
多
発
テ
ロ
を
見
て
、
世
界
と
そ

の
中
の
自
分
を
意
識
し
始
め
た
ん
で
す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
パ
ナ
イ
島
に
は
青
年
海
外
協

力
隊
と
し
て
派
遣
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
小
学
校

の
特
別
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
見

直
し
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
日
本
の
教

育
現
場
は
驚
く
ほ
ど
工
夫
さ
れ
、
勉
強
し
や
す

い
環
境
な
ん
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
現
地
の
カ

ラ
フ
ル
な
勉
強
机
は
授
業
中
の
集
中
力
を
妨
げ

る
た
め
、
さ
っ
そ
く
模
様
を
取
り
払
っ
て
み
ま

し
た
。
他
に
も
、
猪
名
川
町
で
学
ん
だ
こ
と
を
、

現
場
に
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
た
い
で
す
。
提
供

す
る
だ
け
で
な
く
、
帰
国
後
に
現
地
の
人
た
ち

と
町
の
子
ど
も
た
ち
が
新
し
い
交
流
が
で
き
な

い
か
、
何
か
持
ち
帰
れ
な
い
か
と
、
常
に
目
を

光
ら
せ
て
い
ま
す
。
今
後
の
た
め
に
見
識
を
深

め
た
い
で
す
。

　

国
際
交
流
事
業
は
、
将
来
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
も
な
り
ま
す
。語
学
力
や
対
話
力
を
磨
き
、

い
ざ
と
い
う
と
き
に
「
や
り
た
い
こ
と
に
飛
び

込
め
る
力
」
を
身
に
着
け
て
く
だ
さ
い
。

留
学
生
受
け
入
れ
で
世
界
が
身
近
に

　

学
生
時
代
に
2
回
、
バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
の
学
生

の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
、
中
学
で
は
英
語
教

育
の
一
環
で
同
市
の
人
と
文
通
を
し
た
り
と
、

様
々
な
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
か
げ
で

海
外
を
遠
く
に
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
で
す

ね
。英
語
を
勉
強
す
る
動
機
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

昔
か
ら
、
イ
ン
テ
リ
ア
を
学
び
仕
事
に
し
た

い
と
い
う
気
持
ち
が
ず
っ
と
あ
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
時
期
に
、
イ
ギ
リ
ス
滞
在
中
の
友
人
を
訪

ね
る
と
、
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
が
「
や
り
た
い
な
ら

や
れ
ば
い
い
じ
ゃ
な
い
」
と
背
中
を
押
し
て
く

れ
た
ん
で
す
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
語
学
と

デ
ザ
イ
ン
を
学
ぶ
た
め
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
渡

り
ま
し
た
。

働
き
方
の
視
野
広
が
っ
た

　

留
学
先
の
職
場
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
メ
ル

ボ
ル
ン
の
小
さ
な
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
に
派
遣
さ

全
て
が
Ｎ
Ｅ
Ｗ
な
生
活

　

何
を
す
る
の
も
、自
分
で
手
続
き
し
な
き
ゃ

い
け
な
い
の
は
大
変
で
す
が
、
毎
日
が
新
鮮

で
驚
き
の
連
続
で
す
。
政
府
の
支
援
で
学
生

が
ス
テ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
、
全
豪
で
放
映
さ

れ
る
「
ス
ペ
ク
タ
キ
ュ
ラ
ー
」
と
い
う
事
業

を
紹
介
さ
れ
、
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
受
け
て

出
演
し
ま
し
た
。3
千
人
の
ス
タ
ッ
フ
は
み

ん
な
学
生
で
、
全
豪
で
放
送
さ
れ
た
り
と
、

貴
重
な
経
験
も
で
き
ま
し
た
。「
自
分
で
切
り

開
く
力
」
は
つ
い
て
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

世
界
で
活
躍
す
る
た
め
に

　

ダ
ン
ス
で
生
き
て
い
く
な
ら
、
海
外
の
方
が

選
択
肢
も
、
支
援
体
制
も
充
実
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。
家
族
は
、
卒
業
ま
で
は
援
助
し

て
く
れ
ま
す
。
卒
業
後
は
自
分
で
お
金
を
貯
め

て
ア
メ
リ
カ
で
レ
ッ
ス
ン
を
受
け
、
世
界
を
股

に
か
け
る
ダ
ン
サ
ー
に
な
り
た
い
で
す
。

　

も
し
今
、
将
来
に
つ
い
て
迷
っ
て
い
る
人

が
い
れ
ば
、
勇
気
を
持
っ
て
飛
び
出
し
て
ほ

し
い
で
す
。
広
い
世
界
に
は
、
き
っ
と
今
よ

り
多
く
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
自
分
が

楽
し
い
と
思
う
こ
と
を
貫
い
て
く
だ
さ
い
。

世界で活躍する猪名川町の人々、

広い世界に出た分だけ、選択肢は広がる
首
し ゅ ど う

藤 若
わ か ば

葉さん（19）
六瀬中学校出身

ニューヨークでレッスンしていた姉に憧れ、
国際的に活躍するダンサーを目指す。

猪名川町に住むすべての人がお互いの文化や価値観を尊重し、
国際社会でさらに活躍する力を身に着けることを、

町はこれからも応援していきます。

Inagawa Town continuously will support the residents to develop 
wonderful knowledge of being the part of international community 

successfully respecting each other and different culture.

異なる価値観に触れ、人生を豊かに　
ウィンダスト 順

じ ゅ ん こ

子さん（39）
中谷中学校出身

旧姓宮本。2児の母として仕事と家庭の両立を目指し、
メルボルンにあるデザイン事務所を夫婦で経営。

姉
妹
都
市
だ
か
ら
こ
そ
、
留
学
も
安
心

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
海
外
で
ダ
ン
ス
を
し
た
い

と
い
う
思
い
は
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
英
語

が
す
ご
く
苦
手
だ
っ
た
の
で
、
中
学
生
の
こ

ろ
は
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
た
り
、
猪

名
川
高
校
で
は
長
期
留
学
制
度
を
利
用
し
て

バ
ラ
ラ
ッ
ト
市
の
マ
ウ
ン
ト
ク
リ
ア
校
に

通
っ
た
り
と
色
ん
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
き

ま
し
た
。
追
い
込
ま
れ
な
き
ゃ
上
達
し
な
い

と
思
っ
て
（
笑
）。
母
は
「
多
く
の
こ
と
を
経

験
し
、
色
ん
な
こ
と
を
感
じ
取
っ
て
ほ
し
い
」

と
応
援
し
て
く
れ
ま
し
た
。
姉
妹
都
市
だ
か

ら
こ
そ
の
機
会
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
し
、
母

も
安
心
感
は
大
き
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

勉
強
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
も
っ
と
色
ん
な

こ
と
を
吸
収
し
た
く
な
っ
て
、
留
学
期
間
終

了
後
、
猪
名
川
高
校
か
ら
、
そ
の
ま
ま
編
入

し
ま
し
た
。
今
は
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
し
な
が

ら
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

地元メディアでも紹介仕事に家庭に充実の日々

今年 7 月から 2 年
間フィリピンで教
育に従事。

Windust
Architecture
+ Design
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八景
　永いときをかけて形成された素晴らしい風
景や、季節によって観光スポットとなる場所
など、町を代表すると思う風景・景色を募集
します。平成 29 年 1 月頃に選定し、町の観
光振興事業に活用します。

ふるさと納税制度って？
　ふるさと納税制度は、応援したい自治
体に寄付をすると、住民税の一部が控除
される制度です。
　本町のふるさと納税制度「清流猪名川
ふるさと応援寄付金」では、寄付者にお
礼の品として町の特産品をお贈りしてい
ます。

これまでとどう違う？
　今までは町外在住の人からの寄付に対
してのみ、お礼の品をお贈りしていまし
た。11月より、町内在住の人からの寄付
に対してもお礼の品をお届けし、地元の
味を楽しんでもらえるようになりました！

届け！猪名川町の魅力！
　町で昔から親しまれている猪肉と町内
産の野菜が入った「ぼたん鍋セット」をは
じめ、「町内産のお米」や「しいたけ原木」、
「天然酵母の石釜焼きパン」な
どをお届けします！
　品目は随時追加予定！町ホー
ムページでチェック！

▶問合せ　企画財政課（☎766－8711）

　猪名川高校の生徒たちが、町をより良
くするために自分たちができることは何か
を考え、政策提案を行います。

若者の柔軟な発想で、ユニークな提案
　１年生の各クラスから選抜された５組
がプレゼンテーションを行います。地域
の活性化に効果が期待できるアイディア
は、今後の政策に反映する予定です。
▶問合せ　企画財政課（☎766 ー 8711）

若者の「地域への想い」に出会える！
会場へGO！

猪名川町の未来を描く高校生フォーラム
あなたがもし猪名川町長だったら～「猪名川町」の魅力を発信するために～

ふるさと納税、
町民向けに特産品お届け開始！

ときめきの 文化とふれあい　　　　　　　
　　　　　　　　　いながわまつり
第49回
いながわまつり
とき　11 月 3 日 (祝・木)
　　午前 10 時～午後 4 時（雨天決行）
ところ　総合公園・文化体育館・生涯学習センター

【屋外の部】73 団体

芝生広場　模擬店・フリーマーケット・野菜の
即売など
その他　一般団体発表・献血など
【屋内の部】36 団体
展示の部　趣味・サークル活動（絵画・書道・
生け花・陶芸など）の作品展
【発表の部】24団体
詩吟・舞踊・ダンス・コーラス・楽器演奏など
その他　歯科検診・読み聞かせなど

いながわまつり臨時専用バス（無料）
　臨時駐車場（白金小
学校）は台数に限りが
あるため、専用バス、
公共交通機関をご利用
ください。専用バスの
詳細はホームページを
ご覧ください。※私有
地、周辺道路への駐停
車はご遠慮ください
▶問合せ　いながわまつり実行委員会事務局
屋外の部　参画協働課（☎ 766 － 8783）
屋内の部　文化体育館（☎ 766 － 7400）

至つつじが丘

至日生中央

大原公園

会場
猪名川
中学校

イオン
臨時駐車場 Ｎ12（白金小学校校庭）

ステージ とき

キャンディーポップバルーンコン
サート×ハッピーキッズパーティー

10：05
13：15

動物戦隊ジュウオウジャーショー
11：35
15：15

猪名川源流太鼓 13：55

（仮称）いながわ名所
オススメ観光スポット募集

▶申込・問合せ　12 月15日（必着）まで
にホームページ（QR コード）から記入用
紙をダウンロードし、必要事項を記入のうえ産業
観光課（☎766－ 8709、F 766 － 7725、□
sangyo@town.inagawa.lg.jp）

観光客にぜひ観てもらいたい、感じてもらいたい !!

清流猪名川
ふるさと
応援寄付金

とき　11月10日　木
　　午後 2 時～（受付 1 時 30 分）
ところ　社会福祉会館大ホール

参加無料・申込不要
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